
1 

 

第３回田浦保育園指定管理者審査委員会 議事録 

 

日 時 令和５年 10 月 26 日（木）14 時～14 時 50 分 

場 所 はぐくみかん会議室３ 

 

【出席委員】 

有川委員、今井委員、坂梨委員、田中委員、宮田委員     （50 音順、敬称略） 

 

【事務局】 

民生局福祉こども部子育て支援課 ２名（和田係長、鵜飼主任） 

 

【議 事】 

（１）意見交換および採点 

（２）集計・採点結果確認 

（３）採点結果発表 

（４）指定管理者候補団体決定 

 

【配布資料】 

資料１ 田浦保育園指定管理者審査委員会 次第 

資料２ 田浦保育園指定管理者審査委員会 採点表 

 

【議事内容】 

（１）意見交換および採点 

坂梨委員長より開会を宣言した後、指名団体：株式会社 ベネッセスタイルケアの提案

内容について、各委員の意見交換を行った。 

意見交換終了後、選考基準に則って各委員が採点評価した。 

（２）集計・採点結果確認 

（３）採点結果発表 

（４）指定管理者候補団体決定 

集計を行った結果、田浦保育園指定管理者審査委員会として、株式会社 ベネッセスタ

イルケアを次期指定管理者候補となる団体として決定した。 

 

各委員の項目ごとの意見交換は次のとおりであった。 

●法令遵守 

・各種法令について本部が一括管理して保育園の運営に対応する体制が整えられており、

法令理解に統一感があり評価できる。 
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・法令理解について現場に周知するための研修が行われており、評価できる。 

・内部通報について専門窓口が設置され、法令順守のチェック機能が働くことが期待でき

る。 

・個人情報保護については国際規格を取得して積極的に取り組み、また情報開示について

も個人情報取扱指針を定めており、適切な対応がされていると評価できる。 

●施設管理 

・空調や厨房管理について２４時間３６５日対応できる態勢が整えられており、保育の継

続性が十分担保されている点が評価できる。 

定期清掃、定期点検で適切な衛生管理が行われており、今後についても期待できる 

・法令で定められた定期点検のほかに日常的な遊具の安全点検を行う体制が整えられてお

り、評価できる。 

●保護者等への配慮 

・ご意見箱の設置、苦情解決の仕組みづくり、顧客満足度調査を導入しており、利用者が

意見、相談をしやすい体制づくりが整えられており、評価できる。 

・田浦保育園は「ひとつの大きな家族」という考えのもと運営されており、保護者が子ど

ものことだけでなく保護者のことも気にかけてコミュニケーションを大切にし、信頼関係

を築けるよう努めている点が大変よい。また、個別の面談や意見箱の設置、年１回の満足

度調査の実施などで、保護者の声を積極的に聞く姿勢が見られ、保護者への配慮がなされ

ている。 

●災害等への対応 

・安全対策については事故防止チェックリストや安全チェックシートの活用、不審者対応 

についてはテンキー式の鍵の導入など工夫がされており、評価できる。 

・田浦保育園の本来の避難場所である長浦小学校だけではなく乳幼児が避難することを考 

慮して裏山に避難する訓練を行っているとのことで、かなり具体的に想定されており、マ 

ニュアル通りではない臨機応変の対応を行っている点が評価できる。 

・大規模地震発生時のメール配信システムを導入しており、保護者にとっても安心できる 

態勢が整えられている。 

・園内の施設設備の安全対策について、様々なケースを想定して事故防止チェックリスト 

を作成して、定期的に確認したり、毎月自主点検を行うなど安全への配慮がなされている。 

・地震・津波の際の避難に関して震災時避難所となっている近隣の小学校への避難だけで 

なく、園庭としても使用している裏山への避難という、子どもたちの安全面を最大限に考 

慮した対応が取られており、大変評価できる。 

●障害者、男女共同参画及び多様な性への配慮 

・法人として障害者雇用について取り組んでおり、田浦保育園においても継続して雇用し 

ている職員がいることから評価できる。 

・法人全体で障害者法定雇用率も達成できており、評価できる。 
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・男女共同参画について、男女分け隔てなくそれぞれのライフステージにおいて必要な支 

援制度が設けられており評価できる。 

・ハラスメントの専門相談窓口が設置されており、また計画的な研修が実施され、人権に 

配慮した誰もが働きやすい環境づくりができており、評価できる。 

●地域貢献 

・横須賀市在住の人材を積極的に雇用している点が評価できる。 

・食材の購入は市内の中小企業への発注が６割を超え、地域経済に貢献できている。 

・食育にも力を入れているようだが、子どもたちに提供する食事の材料の６～７割を地元 

の業者に発注したり、おむつのごみ回収も地元の業者を使用しており、地域貢献がなされ 

ている。 

・コロナ禍で直接的な交流が中断していた地元の小学校や老人ホームとは、様子を見なが 

ら交流を徐々に再開していきたいとのことでその点は期待したい。 

●人員体制及び人材育成 

・フリーの担当を配置しており、法定を超える余裕のある人員体制を敷いており、質の高 

い保育が実現できると期待できる。 

・人材育成については等級制度と評価処遇制度を強く結びつける仕組みを使い、やる気向 

上と目標の明確化を図っており評価できる。 

・保育の質＝人であり、保育の専門性を高めるため組織として人材育成を重視し、処遇改 

善に着目し、評価制度による昇給など、実効性のある取り組みをしており評価できる。 

・職員一人ひとりに合う研修目標を定めており、目標達成に意欲ある職員にはいいと思う 

が中には評価制度に負担を感じる職員もいるのではないか懸念されるが、人件費の設定が 

等級制により施行されており、意欲につながるのではないかと考える。 

・人員体制は充実しており、住宅を提供している点など評価できるが、勤続年数が比較的 

短く、10 年以上勤務している職員が少ない点が気になる。ただ法人が大きいので全体で異 

動が行われ、勤続年数の長い職員が他部署に配置されるような人事が行われているためか 

とも思われる。 

●保育に対する考えは適切か 

・保育理念、方針、目標等の考え方は保育士同士が子ども主体、年齢発達の理解勤めてい 

て素晴らしい。 

・保育理念、保育目標の達成を目指し、その子らしく伸びていく子どもの主体性を大切に 

した保育を行うために、発達段階に応じた環境づくり、保育者の一貫した関わりの実践は 

評価できる。 

・幼児クラスは異年齢児保育がベースになっており、同年齢活動として年齢に応じた知的・ 

運動体験や体力発散ができているかが懸念される。 

・異年齢保育の中で様々な催し物を行うことで子どものコミュニケーション力、社会性の 

育成に力を注いでいることも評価できる。 
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・コンセプトである「ひとつの大きな家族」「その子らしく、伸びていく」、「遊びから学ぶ」 

のフレーズがとても良い。 

●保護者支援は適切か 

・保護者会や面談を定期的に実施し、保育参加や親子参加遠足を実施し、よりよいコミュ 

ニケーションがなされている様子がうかがえる。  

・子どもの最善の利益や保護者の立場に立った実践が評価できる。 

・園内の掲示による保育の様子の発信・アンケート調査等による保護者対応に努めている 

点が評価できる。 

・年に３回程度の保護者会の開催、保護者のフォローのための個人面接などを行い、保育 

士は保護者とのかかわりを絶えず行っている点が評価できる。 

・意見箱の設置、アンケート調査を行い常に保護者の声に耳を傾けている。また、保育の 

様子の発信や親子参加行事は参加しやすい土曜日に行うなど常に保護者への対応に努めて 

いる点も評価できる。 

●配慮の必要な児童の受入れ方針は適切か 

・配慮の必要な児童を受け入れている実績もあり、保育者が新しい知識を習得するための

研修が充実し、関係機関との連携もしっかり示されており評価できる。 

・配慮の必要な児童の受け入れにも実績があり、保護者に対する支援、関係機関との連携

も指針に基づき実施されている点も評価できる。 

・生後９週から特定保育者による愛着を大切にした預かり保育を実施している点は評価で

きる。 

・配慮の必要な児童の受け入れにも実績があり、保護者に対する支援、関係機関との連携

も指針に基づき実施されている点も評価できる。 

●安全安心な保育への取り組みは適切か 

・保護者が安心して子供を預けられるよう独自の「安全衛生基準」を全職員が徹底し、安

全に対する保育に努めている点が評価できる。 

・安全、健康、衛生管理についての研修や各種マニュアル、フォーマット類、ガイドライ

ンが作成され、アレルギーへの対応もしっかり出来ている点が評価できる。 

・子どもの安全を保障するために安全衛生関連の研修や会議の定期的開催、月１回の重点

ポイントを決めた避難・消火訓練の実施は評価できる。また、調理上での衛生管理の徹底、

アレルギーに対する配慮も厚生労働省のガイドラインに基づいて対応しているとともに職

員もアレルギー関連の研修に参加しており、アレルギーに対する意識が高いことも評価で

きる。 

●課題と改善策 

・入園希望者の確保について現保護者と良好な関係が築けていることが見て取れることか 

ら、次期指定管理期間においても今まで築いてきた評価や信頼関係が生かされ、入園希望 

者の確保につながるものと考える。 
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・現在 90 名の定員に対し、園児数は 76 名であり定員割れの状況である。入園者の確保へ 

の対応としてＨＰのリニューアル、園見学者に対する特製パンフレットの配布など入園希 

望者を増やすための対応策を行っており一定の評価はできる。 

・田ノ浦公園プール跡地への移転計画に関しては横須賀市と密に連携し、協力体制を取り 

ながら対応するなど現実的な課題への取り組みが提案されており評価できる。 

 

                              以上 


